
北
小
路
家
に
は
「
御
産
所
日
記
」
と
題
す
る
巻
物
三
巻
が
現
存
す

る
。

こ
れ
は
初
代
安
芸
守
定
（
一
三
六
○
年
代
）
以
来
代
を
足
利
家
の
産

医
を
つ
と
め
た
安
芸
家
当
主
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
足
利
家
産
事
に
か

か
わ
る
記
録
で
あ
り
、
室
町
期
に
書
か
れ
た
貴
重
な
古
文
言
（
恐
ら

く
は
原
本
）
と
さ
れ
て
い
る
。

記
録
は
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
よ
り
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
ま

で
百
三
十
年
に
も
わ
た
る
も
の
で
、
こ
の
間
の
安
芸
家
当
主
は
三
代

守
家
よ
り
九
代
貞
種
に
つ
な
が
る
。

三
巻
を
便
宜
上
、
上
、
中
、
下
に
分
け
る
。

上
巻
は
永
享
元
（
一
四
二
九
）
年
よ
り
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
に

わ
た
る
間
十
八
回
に
及
ぶ
御
産
記
録
で
あ
り
、
こ
の
中
殆
ど
が
足
利

六
代
将
軍
義
教
の
嫡
男
義
勝
（
の
ち
の
七
代
将
軍
）
の
誕
生
と
こ
れ
に

安
芸
家
（
北
小
路
家
）
「
御
産
所

日
記
」
に
つ
い
て

北
小
路
博
央

勝
の
他
、
政
知
、
義
政
（
の
ち
の
八
代
将
軍
）
、
義
観
、
義
視
ら
の
名

が
み
ら
れ
る
。
医
師
に
は
守
家
（
安
芸
家
三
代
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い

ブ
（
》
Ｏ

中
巻
に
は
享
徳
三
年
（
一
四
五
四
）
よ
り
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）

に
わ
た
る
十
一
回
の
御
産
の
記
録
が
記
さ
れ
、
う
ち
わ
け
は
若
君
三

人
、
姫
君
八
人
、
若
君
に
は
義
尚
（
の
ち
の
九
代
将
軍
）
、
義
植
（
の
ち

の
十
代
将
軍
）
の
名
が
み
ら
れ
、
義
尚
誕
生
の
前
後
の
記
録
に
は
「
日

野
殿
御
娘
」
と
し
て
日
野
富
子
の
名
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
医
師
守

宣
（
安
芸
家
四
代
）
の
名
も
し
ば
し
ば
記
さ
れ
て
い
る
。

下
巻
は
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
よ
り
永
禄
三
年
（
一
五
六
○
）
に

及
び
、
御
産
の
記
録
は
義
輝
（
の
ち
の
十
三
代
将
軍
）
に
限
ら
れ
、
医

師
と
し
て
は
貞
家
（
安
芸
家
七
代
）
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日

記
の
最
後
は
永
禄
三
年
十
一
月
二
十
一
日
、
貞
種
（
安
芸
家
九
代
）
の

相
続
に
関
す
る
記
録
で
終
っ
て
い
る
。

上
、
中
、
下
全
巻
を
通
し
て
、
足
利
家
産
事
に
関
す
る
諸
役
の
氏

名
、
諸
儀
式
、
諸
役
へ
の
拝
領
品
、
出
産
に
際
し
て
使
用
す
る
調
度

品
な
ど
詳
細
な
記
載
が
あ
る
の
に
比
べ
て
、
御
産
所
医
師
の
手
に
ょ

関
す
る
諸
儀
式
の
詳
細
な
記
載
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
十
八
回
の
御

産
の
う
ち
わ
け
は
若
君
十
二
人
、
姫
君
六
人
で
あ
り
、
若
君
に
は
義
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る
記
録
と
し
て
は
出
産
に
関
す
る
医
学
的
経
過
の
記
載
が
全
く
な
い

こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
当
時
の
産
医
が
出
産
に
は
直
接
立
合
わ
ず
、

隣
室
よ
り
産
婦
の
容
態
を
き
い
て
投
薬
等
の
指
示
を
与
え
て
い
た
こ

と
か
ら
ゑ
る
と
止
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

室
町
期
の
御
産
所
と
当
時
の
政
治
史
、
生
活
文
化
史
と
の
関
連
に

つ
い
て
は
「
史
街
」
第
二
十
七
号
（
一
九
六
九
年
六
月
）
掲
載
の
「
『
御

産
所
日
記
』
の
一
考
察
」
の
中
で
満
田
栄
子
氏
が
詳
細
に
記
述
さ
れ

て
お
り
、
こ
こ
で
は
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
。

こ
の
日
記
三
巻
の
全
文
は
塙
保
己
一
の
「
群
害
類
従
」
巻
第
四
百

廿
に
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、
前
述
の
満
田
氏
の
論
文
も
「
群
害
類

従
」
に
よ
っ
て
検
討
を
加
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

当
家
に
あ
る
日
記
の
原
文
と
「
群
害
類
従
」
の
記
載
を
遂
一
対
比

す
る
と
そ
の
間
に
興
味
あ
る
相
異
点
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。

即
ち
「
群
書
…
」
で
は
原
文
の
上
巻
中
、
義
勝
の
記
録
の
ほ
ぼ
中

程
に
お
け
る

一
、
此
外
度
を
若
君
姫
君
御
産
之
日
記
○

二
階
堂
同
右
筆
奉
行
万
一
可
有
記
録

｡

有
不
審
之
子
細
者
彼
方
↑
｜
可
尋
申
者
也

の
三
行
が
脱
落
し
て
お
り
、
こ
の
三
行
が
そ
の
ま
ま
義
勝
の
記
録
の

最
後
の
部
分
に
移
さ
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
文
章
と
し
て
は
そ
の

方
が
意
味
が
通
り
易
く
も
思
え
る
の
で
、
或
は
保
己
一
が
故
意
に
移

し
か
え
た
と
も
思
え
る
。

次
に
原
文
の
中
巻
に
当
る
部
分
で
、
四
ヶ
所
に
わ
た
り
年
号
ま
た

○

は
月
日
に
誤
っ
た
記
載
が
あ
る
。
即
ち
寛
正
三
年
七
月
四
日
姫
君
誕

○
０

０

生
の
く
だ
り
は
原
文
で
は
十
四
日
、
寛
正
九
年
十
月
二
十
七
日
姫
君

０

０
○

誕
生
は
原
文
で
は
五
年
、
寛
正
七
年
十
二
月
二
十
三
日
若
君
誕
生
は

◎
０

０
０
０

原
文
で
は
十
一
月
、
同
じ
く
十
二
月
二
十
二
日
御
所
様
よ
り
下
さ
れ

０
０
０

も
の
…
は
原
文
で
は
二
十
三
日
で
あ
る
。

更
に
下
巻
に
当
る
部
分
で
は
義
輝
誕
生
に
際
す
る
諸
役
氏
名
の
列

記
に
お
い
て

右
筆
松
田
丹
後
守
晴
秀

御
祈
祷
奉
行
千
秋
左
近
大
夫
将
監
晴
秀

の
間
の
「
御
榔
柳
役
小
林
民
部
少
輔
国
」
の
名
が
完
全
に
欠
落
し

て
い
る
。

以
上
、
「
群
書
：
。
」
に
お
け
る
御
産
所
日
記
全
文
を
通
じ
て
六
ヶ

所
に
わ
た
り
原
文
と
順
序
の
異
な
っ
た
記
載
、
日
付
の
誤
り
、
字
句

（76） 170



の
欠
落
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
同
書
の
他
の
部
分
に
関
す
る
原

文
と
の
対
比
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
群
書
・
・
・
」
の
な
か
で

こ
の
種
の
誤
り
は
稀
有
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

（
結
語
）

安
芸
家
（
北
小
路
家
）
御
産
所
日
記
に
み
ら
れ
る
三
十
回
に
わ
た

る
足
利
家
産
事
の
記
録
と
安
芸
家
当
主
と
の
つ
薮
が
り
か
一
述
べ
、
更

に
「
群
書
類
従
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
同
日
記
の
全
文
と
原
文
を
逐
一

対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
六
ヶ
所
に
わ
た
る
異
な
っ
た
記
載
、
日
付

の
誤
り
、
字
句
の
欠
落
を
指
摘
、
報
告
し
た
。

（
北
小
路
外
科
医
院
）

私
達
が
日
常
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
身
体
に
関
す
る
語
は
、
実

は
、
兎
層
的
な
日
本
語
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
た
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
「
歯
が
痛
い
」
、
「
口
が
酸
っ
ぱ
い
」
、
「
胃
腸
の
具
合

が
悪
い
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
の
間
に
現
代
人
は
殆
ど
差
異
を
見
い

出
さ
な
い
が
、
ひ
と
た
び
、
こ
れ
ら
の
語
の
起
源
や
伝
来
に
思
い
を

馳
せ
て
染
る
な
ら
ば
、
「
歯
」
は
古
く
弓
煙
」
と
発
音
さ
れ
、
共
通

の
意
味
と
語
根
を
ウ
ラ
ル
語
の
中
に
探
り
当
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
「
口
」
は
高
句
麗
語
の
中
に
「
厩
。
と
（
忽
次
）
と
い
う
類
似
語

を
見
い
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、
「
胃
腸
」
は
五
臓
六
賄
説
と
同
じ
く

中
国
よ
り
伝
来
し
た
語
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言

語
の
成
立
層
が
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
推
し
測
る

日
葡
辞
書
か
ら
見
た
安
土

桃
山
時
代
の
医
学
Ｉ

三
、
身
体
部
位
語

亀
節
子

大
槻
彰
・
前
川
久
太
郎
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